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書
面
議
決
に
よ
る 

校
友
会
支
部
長
会
が
開
催
！ 

 

校
友
会
の
令
和
2(2

0
2
0

)

年
度
の
支
部
長
会

（
5
月
16
日(

土)

開
催
予
定
）
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
の
拡
大
と
、
政
府
に
よ
る

緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
に
伴
い
、
支
部
長
が
出

席
す
る
方
法
で
は
な
く
、『
書
面
に
よ
る
議
決

権
行
使
』（
行
使
期
限
5
月
22
日(

金)

）
の
形
で

行
わ
れ
ま
し
た
。 

審
議
議
案
は
、
以
下
の
通
り
で
し
た
。 

第
1
号
議
案 

2
0
1
9

年
度
会
務
報
告 

第
2
号
議
案 

2
0
1
9

年
度
決
算
報
告 

 

監
事
監
査
報
告
・
公
認
会
計
士
監
査
報
告 

第
3
号
議
案 

2
0
2
0

年
度
事
業
計
画(

案) 

第
4
号
議
案 

2
0
2
0

年
度
予
算(

案) 

第
5
号
議
案 

㈱
学
校
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
と
の
契
約

締
結
に
つ
い
て 

第
6
号
議
案 

校
友
会
の
活
性
化
に
つ
い
て 

第
7
号
議
案 

常
任
委
員
の
選
出 

第
8
号
議
案 

選
挙
管
理
委
員
の
選
出 

但
し
、
第
6
号
議
案
は
、
秋
の
臨
時
支
部
長
会

を
開
催
し
て
審
議
（
関
係
資
料
『
活
性
化
と
改

革
へ
の
道
筋
』
配
布
に
よ
り
（
図
参
照
）、
情

報
発
信
）。
す
べ
て
の
議
案
は
、
過
半
数
の
賛

成
（
書
面
権
行
使
者
数
64
名
）
を
も
っ
て
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、『
校
友
会
の
活
性
化
と

改
革
』
に
関
し
て
書
面
に
よ
る
代
議
員
に
対
す

る
意
見
・
質
問
・
要
望
と
回
答
の
繰
返
し
は
、

7
回
ほ
ど
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 

《
引
用 

校
友
会
ジ
ャ
ー
ナ
ル
第2

6
1

、
第2

6
2

》 

 

秋
の
臨
時
支
部
長
会
（
令
和
2
年
9
月
5
日

(

土)

に
開
催
）
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

感
染
の
拡
大
が
収
ま
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
定
例

支
部
長
会
に
引
き
続
い
て
『
書
面
に
よ
る
議
決

権
行
使
』（
行
使
期
限
9
月
5
日(

土)

）
の
方
法

で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

審
議
議
案
は
、
以
下
の
通
り
で
し
た
。 

 

第
1
号
議
案 

一
般
社
団
法
人
化
に
つ
い
て 

 

《
①
定
款(

案)

②
運
営
規
約(

案)

③
正
会
員
お

よ
び
会
費
規
程(

案)

④
代
議
員
選
出
規
程(

案)

⑤
会
長
・
副
会
長
な
ら
び
に
監
事
選
任
規
程

(

案)

⑥
理
事
選
任
規
程(

案)

》 

 

第
2
号
議
案 

常
任
委
員
の
選
出 

 

報
告
事
項
《
①
大
学
交
渉
の
進
捗
②
情
報
化

シ
ス
テ
ム
推
進
に
よ
る
活
性
化
（
図
参
照
）

③
そ
の
他
》 

な
お
、
議
案
お
よ
び
報
告
事
項
の
代
議
員
に 

対
す
る
意
見
・
質
問
・
要
望
の
受
付
け
も
8
月

17
日(

月)

ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
報
告

事
項
②
の
『
情
報
化
シ
ス
テ
ム
推
進
』
は
、
前

報
（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
電
子
版
第
2
号
）
で
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
よ
う
に
（
支
部
IT
推
進
委
員
向

け
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
事
前
体
験
会
の
実
施

な
ど
）、
既
に
、
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
支
部
会
員
の
皆
様

の
参
加
も
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
第
1
号
お
よ

び
第
2
号
が
過
半
数
の
賛
成
を
以
っ
て
可
決
さ

れ
、
校
友
会
は
、
10
月
1
日(

木)

よ
り
一
般
社

団
法
人
化
し
て
再
び
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
。 

（
編
集
・
文
責
：
黒
井
登
起
雄
） 

 

 

東洋大学校友会の活性化と改革の報告書５部（資料Ⅰ～Ⅴ） 

 

東洋大学校友会の活性化策（2020.8.8）       オンライン会議システムの導入（2020.8.8） 

オンライン会議システムの導入のメリット・ 

デメリット（2020.8.8） 

 

支
部
校
友
会
の
活
動
状
況
の
情
報
を
左
記
の
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
に
お
寄
せ
下
さ
い
。  

（
広
報
担
当 

黒
井
登
起
雄
） 

 
 

 saita_
east@

y
ah

o
o
.co

.jp
 

 

こ
の
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」《
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
電
子
版
》
は
、
校
友
会
埼
玉

県
東
部
支
部
の
最
新
の
活
動
状
況
、
企

画
案
内
、
会
員
の
動
向
な
ど
の
情
報

を
、
支
部
会
員
の
皆
様
に
年
数
回
、
不

定
期
で
お
届
け
す
る
も
の
で
す
。
速
報

内
容
は
、
支
部
の
役
員
お
よ
び
会
員
の

皆
様
か
ら
頂
戴
し
た
情
報
を
写
真
と

と
も
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。
な
お
、
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
版
は
、
画
像
電
子
版
と
し

て
作
成
し
て
い
ま
す
の
で
、支
部
のE

-

M
ail

登
録
会
員
の
皆
様
に
配
信
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
、
東

洋
大
学
校
友
会
HP
の
支
部
ブ
ロ
グ
に

も
登
載
し
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
お
読
み

頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。 

  
 

 

支
部
広
報
担
当
（
副
支
部
長
） 

黒
井 

登
起
雄 
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支
部
活
動
機
能
を
IT
機
器
で
支
え
る
！ 

 
 
 

 

支
部
広
報
担
当 

黒
井
登
起
雄 

（
昭
和
46
年
院
修
土
木
） 

  

最
近
は
、
IT
（
情
報
技
術
）
機
器
が
目
覚
ま

し
く
進
歩
し
、
PC
に
限
ら
ず
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

（iP
h

o
n

e

、iP
ad

）
や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

（an
d

ro
id

）
が
幅
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
し
い
活
用
ソ
フ
ト
や
ア
プ
リ
も
非
常

に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
の
拡
大
に
伴
う
企
業
等
の
職

場
に
お
け
る
テ
レ
ワ
ー
ク
、
オ
ン
ラ
イ
ン
面

接
・
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
、
大
学
に
お
け
る
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
な
ど
の
活
用
は
、
現
在
の
IT
機
器

活
用
の
現
状
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
思
い
起
こ

せ
ば
、
私
も
、
校
友
会
埼
玉
県
支
部
70
周
年
記

念
（
平
成
11
（1

9
9
9

）
年
）
に
お
け
る
「
さ
い

た
ま
70
年
誌
」
に
『
二
十
一
世
紀
の
支
部
活

動
』
と
題
し
て
寄
稿
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容

は
、『
支
部
は
、
30
歳
代
あ
る
い
は
40
歳
代
以

下
の
若
い
年
代
層
の
会
員
を
多
く
抱
え
て
い
る

の
で
、
そ
の
年
代
へ
の
情
報
の
提
供
と
、
相
互

の
情
報
交
換
を
二
十
一
世
紀
に
向
か
っ
て
組
織

的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
』『
若
い
年
齢
層

の
会
員
に
は
、
PC
な
ど
に
よ
っ
て
情
報
提
供

し
、
こ
れ
ら
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
情
報
は
、
50

歳
代
、
60
歳
代
に
な
っ
た
と
き
に
、
二
十
一
世

紀
の
支
部
活
動
に
ス
ム
ー
ズ
な
意
思
疎
通
へ
と

繋
が
る
』
な
ど
を
記
し
て
い
ま
す
。
当
時
の
私

は
、
50
歳
代
前
半
の
年
齢
で
あ
り
、
ま
だ
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
、
ス
マ
ホ
は
な
く
、
ガ
ラ
ケ
ー
の
携

帯
電
話
の
時
代
と
思
い
ま
す
。
そ
の
後
に
、
埼

玉
県
支
部
は
、
平
成
16
（2

0
0
4

）
年
に
東
西
両

支
部
へ
の
二
分
割
が
承
認
さ
れ
、
埼
玉
県
東
部

支
部
が
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
IT
機
器
の
令
和
2

（2
0

2
0

）
年
ま
で
の
進
化
は
、
前
述
の
よ
う
に

目
覚
ま
し
い
も
の
で
す
が
、
校
友
会
お
よ
び
埼

玉
県
東
部
支
部
に
お
け
る
IT
機
器
に
よ
る
組
織

的
な
情
報
の
共
有
は
、
な
か
な
か
進
ま
ず
、
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
国
内
の
PC
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
、
ス
マ
ホ
な
ど
の
一
般
的
な
保
有
・

活
用
数
統
計
は
、
60
歳
以
下
で
、
95%

以
上
、

70
歳
代
で
も
、
50%

弱
で

あ
り
、
支
部
会
員
の
保

有
・
活
用
数
も
同
様
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
支
部
会
報

「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」
の

原
稿
は
、
第
6
号
（2

0
1
0

年
発
行
）
か
ら
IT
機
器
に

よ
るE

-M
ail

、
ま
た
は
、

自
筆
・
印
刷
物
のF

A
X

か
、
手
紙
に
よ
る
募
集
で

し
た
（
11
年
が
経
過
し
、

現
在
会
報
16
号
）。
60
歳
以

下
の
会
員
の
皆
様
は
、
IT

機
器
に
よ
る
情
報
通
信
が

多
く
な
り
ま
し
た
が
、
支
部
会
員
全
体
に
広
が

り
が
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
（
従
っ
て
、
支
部
会
員

の
拡
充
も
十
分
に
進
ん
で
い
ま
せ
ん
）。 

 

今
後
の
支
部
活
動
に
お
け
る
情
報
通
信
と
拡

散
に
は
、
IT
機
器
の
活
用
が
非
常
に
重
要
で
あ

り
、
組
織
的
に
拡
大
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
校
友
会
本
部
の
『
校
友
会
の
活
性
化
と
改

革
』
に
お
け
る
校
友
会
HP
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

（
ブ
ロ
グ
の
維
持
管
理
の
変
更
、
セ
キ
ュ
ー
リ

テ
ィ
強
化
な
ど
）、『
情
報
化
シ
ス
テ
ム
推
進
』

を
機
に
、
埼
玉
県
東
部
支
部
に
お
い
て
も
、
事

務
局
を
中
心
に
し
た
組
織
的
な
連
携
を
強
化

し
、
IT
機
器
に
よ
る
情
報
通
信
を
拡
大
さ
せ
ま

せ
ん
か
（
右
図
参
照
）
！ 

最
初
に
、『
支
部

F
aceb

o
o

k
』
の
開
設
と
、『
支
部F

aceb
o

o
k

グ

ル
ー
プ
』
の
組
織
化
、
さ
ら
に
、
役
員
会
の

W
eb

化
（
事
務
局
の
会
議
日
程
調
整
、M

ailin
g
 

L
ist

な
ど
の
ア
プ
リ
導
入
・
活
用
や
、
IT
機
器

（E
-M

ail

な
ど
）
審
議
の
導
入
な
ど
）、
支
部

ブ
ロ
グ
の
拡
充
（『
彩
の
国
さ
い
た
ま
』
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
電
子
版
の
活
用
に
よ
る
会
員
へ
の
拡

散
）
な
ど
で
す
。
私
も
、
支
部
広
報
部
担
当
と

し
て
11
年
を
重
ね
、
70
歳
半
ば
の
年
齢
に
な
り

ま
し
た
。
提
案
し
た
『
IT
機
器
に
よ
る
情
報
通

信
』
に
対
し
て
は
、
個
々
に
ご
協
力
い
た
し
ま

す
（
で
き
る
と
思
い
ま
す
？
）
が
、
支
部
「
彩

の
国
さ
い
た
ま
」
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
電
子
版

（
不
定
期
）
と
会
報
（
毎
年
の
印
刷
版
）
の
編

集
・
校
正
・
配
信
作
業
に
集
中
し
た
い
と
思
い

ま
す
（
数
年
間
は
頑
張
れ
る
と
思
い
ま
す
）。

早
急
な
校
友
会
埼
玉
県
東
部
支
部
の
若
手
校
友

グ
ル
ー
プ
の
組
織
化
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
切

望
し
ま
す
。（
埼
玉
県
東
部
支
部
副
支
部
長
） 

 

埼玉県支部 70 周年記念誌 

 
2019 年度『支部女性の集い』（行田市散策），昼食会
にて，筆者（右から２人目） 

 
支部ブログなどの情報通信のイメージ 

埼玉東部支部「女性
校友の集い」中止！ 

 
埼玉県東部支部第 16号

会報誌に掲載されており
ます「令和 2年度の校友
女性の集い」は、新型コ
ロナウィルス禍の状況で
あり、残念ながら中止に
なりました。令和 3年度
におきましては、バスツ
アー郷土の偉人「澁澤栄
一記念館」の見学会など
を予定しております。企
画案内をお待ち下さい。 

校友会 HP（支部ブログ 8/19）

参照 

埼
玉
東
部
支
部
主
催 

ゴ
ル
フ
大
会
開
催
中
止
！ 

 

10
月
20
日(

火)

に
開
催
予
定
の
埼
玉

県
東
部
支
部
主
催
の
親
睦
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
大
会
（
第
11
回
）
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
禍
の
収
束
を
見
通
せ
ず
、
中

止
と
な
り
ま
し
た
。 

来
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
の
終
息
の
も
と
、
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催

で
き
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

校
友
会
HP
（
支
部
ブ
ロ
グ8

/2
6

）
参
照 
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